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◆市民憲章◆

会合の時間を正しく守りましょう

公共の物をたいせつにしましよう

教養を高め、ひろく人材を育てましよう

積極進取の意気をもって働きましょう

　　（昭和41年4月1日制定）
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水
が
恋
し
く
な
る
季
節
。

　
毎
年
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
悲
し
い

子
ど
も
の
水
の
事
故
が
目
だ
っ
て
増
え

て
き
ま
す
。

　
水
の
事
故
は
、
一
年
中
起
き
て
い
る

の
で
す
が
、
と
く
に
六
～
八
月
が
多
く
、

昨
年
は
全
国
で
五
百
七
十
六
人
の
子
ど

も
（
中
学
生
以
下
）
が
尊
い
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
じ
六
～
八

月
の
子
ど
も
の
交
通
事
故
死
者
四
百
十

四
人
を
百
六
十
二
人
も
上
回
っ
て
お

り
、
い
か
に
“
水
の
犠
牲
者
”
が
多
い

か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
水
の
事
故
は
、
ほ
ん

の
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
キ
に
起
こ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
親
が
立
ち
話
に
夢
中
に

な
っ
て
い
る
間
に
、
防
火
用
水
に
は
ま

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
と
く
に
、
幼
児
の
場
合
は
自
分
で
“
危

険
”
か
ど
う
か
判
断
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
保
護
者
は
子
ど
も
の
身
に
な
っ
て

安
全
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
市
教
育
委
員
会
が
こ
と

し
三
月
に
ま
と
め
た
「
児
童
、
生
徒
の

保
健
調
査
結
果
、
水
泳
能
力
・
競
技
会

等
の
記
録
」
に
、
市
内
の
小
・
中
学
校

の
児
童
生
徒
を
対
象
に
行
っ
た
“
水
泳

能
力
実
態
調
査
”
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
昨
年
十
月
一
日
に
調
査

さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
で
小
学
生
で

は
「
泳
げ
な
い
」
子
ど
も
が
、
全
体
の

二
十
六
響
、
中
学
生
で
は
全
体
の
三
督

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
小
学
生

は
、
低
中
学
年
に
「
泳
げ
な
い
」
子
ど

も
が
多
く
、
中
学
生
で
は
各
学
年
と
も

平
均
し
た
数
字
が
出
て
い
ま
す
。
各
学

校
で
は
こ
れ
か
ら
、
こ
の
調
査
結
果
な

ど
に
基
づ
い
て
、
水
泳
能
力
の
強
化
指
導

が
は
か
ら
れ
ま
す
が
、
各
家
庭
で
も
機

会
を
つ
く
り
”
泳
げ
る
子
ど
も
”
に
向
け

て
の
指
導
を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。
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お
購
い
・
ク
ー
ル
な
夏
’

榊
7
過
ご
す
た
め
に
は
ど
う

耀
し
た
ら
よ
い
か
，

喘

騨
近
隣
騒
音
に
つ
い
て
考
え

…
て
み
ま
し
ょ
う
。

｝
私
た
ち
は
、
さ
ま
・
C
ま

｝＾

G
㍍
日
の
q
で
暮
ら
し
て
い

㎜
ま
す
、
テ
し
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

極

圏
ノ
プ
レ
オ
　
ヶ
ー
ラ
ー

鼎
電
話
の
ベ
ル
、
自
動
卓
、

轍
ピ
ア
ノ
ー
音
の
〃
発
生

　
源
”
は
、
数
え
あ
げ
れ
ば

締
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
溺
5
〈
，
－

　
は
剰
た
ち
の
「
声
」

　
す
．
私
た
ち
け
声
と
い
う

　
に
よ
っ
て
人
と
話
を
し
、

㎜
熱
帯
夜
－
喜
く
て
な
か
な

　
か
寝
つ
か
れ
な
い
夜
な
ど
、
二

尉
近
所
か
ら
ス
テ
レ
オ
や
ク
ー
ラ

…
－
の
音
、
ぺ
・
ト
の
鳴
き
声
・

T
の
騒
ぎ
声
な
ど
が
い
つ
ま
で

…
も
続
い
た
の
で
は
、
睡
眠
は
妨

轍
げ
ら
れ
、
精
神
的
に
も
イ
ラ
ィ

欄讐
フ
す
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
迷
惑

轍
を
こ
う
む
り
ま
す
。

｝
こ
の
よ
う
な
近
隣
騒
音
は
、

一
暑
い
夏
を
よ
け
い
に
暑
く
感
じ

…
さ
せ
、
時
に
は
い
さ
か
い
の
タ

縣
ネ
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
ふ

鼎
鼎
だ
ん
の
近
所
づ
き
あ
い
を
も
破

…
壊
し
か
ね
ま
せ
ん
。

聯
　
　
　
　
　
・

近隣騒音を考える

轍
騨
　
　
　
　
　
身
近
な
と
こ
ろ
で

聯
　
　
　
　
　
　
が
そ
う
で

聯国

電
　
　
　
　
　
　
　
　
お
互

　
い
の
意
思
を
伝
え
合
っ
て
い
ま

嚇
轍
す
。
声
と
い
う
“
音
”
な
し
に

瀞
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
考

　
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

榊
　
と
こ
ろ
が
、
で
す
。
こ
の
人

喘

齢
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ

喘
ン
に
欠
か
せ
な
い
声
も
、
時
と

…
場
所
に
よ
っ
て
は
、
は
た
迷
惑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

な
〃
騒
音
”
で
し
か
な
い
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

が
あ
る
の
は
、
ご
存
じ
の
と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葡

り
で
す
。
例
え
ば
、
図
書
館
の
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縣

中
で
は
、
ひ
そ
ひ
そ
話
で
も
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

書
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲

記
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
で
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
ま
た
、
音
楽
好
き
な
人
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲

っ
て
は
心
地
よ
い
ピ
ア
ノ
音
色
｝

も
、
関
心
の
な
い
人
や
、
勉
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

中
や
仕
事
中
の
人
に
と
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

迷
惑
な
騒
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に
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な
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で
し
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轍

よ
㍗
つ
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人
の
話
し
声
や
ピ
ア
ノ
の
音

　
　
に
限
ら
ず
、
テ
レ
ビ
や
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

　
　
ジ
ス
、

が
そ
う
で
す

　
私
た
ち
が
話
す
「
会
話
」
は
、

六
ト
ホ
ン
程
度
。
ち
な
み
に
ク

ー
ラ
ー
の
音
は
五
レ
～
七
一
．
亙
瀞

ホ
・
・
テ
レ
ビ
・
ス
テ
レ
オ
は
ヒ
　

卜
～
九
卜
正
ホ
・
ぐ
ら
い
で
す
。
｝

こ
れ
ら
の
音
も
、
昼
間
な
ら
ま
ゆ

わ
り
の
音
に
か
き
消
さ
れ
た
り
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

し
ま
す
か
・
う
さ
ほ
ど
気
に
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
問
題
は
夜
間

で
す
。
お
互
い
が
、
近
隣
騒
…

音
の
〃
発
生
源
”
に
な
ら
な
い
儲

よ
う
に
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
…

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭

　
　
ス
テ
レ
オ
の
音
グ
…

ー
ラ
ー
の
音
、
自
動
車
の
聯

空
吹
か
し
立
［
、
ペ
ッ
ト
の
…
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声
1
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ど
、
あ
な
勲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

た
に
と
っ
て
た
い
せ
つ
で
齢

必
要
な
“
音
”
も
、
隣
近

所
に
し
て
み
れ
ば
、
た
だ

の
騒
音
に
す
ぎ
な
い
こ
と
轍

が
よ
く
あ
る
も
の
で
す
。
｝

そ
れ
は
時
と
場
所
に
も
よ
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

り
ま
す
が
、
と
く
に
夜
間
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着工は本年末予定＼
、
臓

　
，
灘

勒
湿
田

申
奥
公
民

↑
日
向
市
駅

　
　
ー
ー
，
，

日
豊
本
線

一
～
～
～

宮
崎
↓

し
亀

楽
魯
設

N
4
「
T

　
日
向
市
は
五
十
四
年
一
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
市
民
か
ら
の
要
望
の
強
い
中
央
公
民
館
建
設
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
基
本
構
想
が
ま
と
ま
り
、
中
央
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
早
け
れ
ば
五

十
四
年
十
二
月
、
遅
く
と
も
五
十
五
年
一
月
に
着
工
し
、
五
十
五
年
完
成
を
め
ざ
し
て
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
甲
斐
市
長
は
、
併
設
計
画
の
あ
る
文
化
会
館
建
設
に
つ
い
て
「
財
政
事
情
が
許
す
な
ら
、
中
央
公
民
館
に
引

き
続
い
て
や
り
た
い
。
そ
の
場
合
も
巨
額
の
費
用
を
投
じ
る
の
で
、
三
か
年
計
画
と
な
る
」
と
、
六
1
1
四
日
の
記
者
会
兄

の
席
上
で
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

宮崎県
総合庁舎

多
，

　レー　↑

中央公民館建設予定地

　
中
央
公
民
館
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
は
、
市
の
関
係
課
職
員
で
編

成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
綿
密
な
調
査

研
究
を
何
回
と
な
く
実
施
、
施
設
規

模
は
約
二
千
五
百
平
方
M
、
事
業
費

と
し
て
は
四
億
円
程
度
の
基
本
構
想

を
ま
と
め
、
五
十
四
年
二
月
に
報
告

を
し
ま
し
た
。
こ
の
構
想
を
も
と
に

し
て
五
業
者
に
基
本
設
計
を
依
頼
、

う
ち
四
業
者
か
ら
設
計
の
提
出
が
あ

茎
鳶
絃
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r
ポ
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遥 鳩

完成｝ウ想図（右部分が中央公民館、左部分が文化会館）

り
、
寺
町
助
役
ら
選
定
委
員
が
審
査

を
行
い
、
一
点
を
基
本
構
想
と
し
て

採
用
し
た
も
の
で
す
。

　
“
中
央
公
民
館
”
の
基
本
構
想
と

し
て
採
用
さ
れ
た
理
由
を
み
て
み
ま

す
と
、
①
利
用
の
多
い
部
分
が
明
る

く
、
各
室
の
配
置
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。

②
大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
は
立
体
的

空
間
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
③
限
ら
れ

た
敷
地
で
有
効
な
土
地
利
用
が
は
か

ら
れ
て
い
る
。
④
ま
わ
り
の
道
路
、

鉄
道
な
ど
に
よ
る
騒
音
、
振
動
対
策

が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
な
ど
の
点
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
鉄
筋
コ
ン
フ
リ
ー
ト

一
部
三
階
建
て
、
延
べ
二
千
六
百
十

五
平
方
層
。
建
物
の
本
体
工
事
費
は

約
三
億
六
千
七
百
万
円
、
ボ
ー
リ
ン

グ
な
ど
の
特
殊
工
事
を
加
え
た
総
事

業
費
は
、
約
四
億
六
千
万
円
に
な
る

予
定
で
す
。

　
こ
の
う
ち
五
十
四
年
度
は
一
億
八

千
七
百
万
円
を
投
入
、
残
り
は
五
十

五
年
度
の
二
か
年
継
続
事
業
で
、
建

物
の
う
ち
、
一
階
は
事
務
室
、
談
話

室
、
図
書
室
、
調
理
室
、
幼
児
室
、

団
体
室
そ
れ
に
ロ
ビ
ー
な
ど
。
二
階

は
研
修
室
、
三
十
人
収
容
の
小
会
議

室
が
三
室
、
百
三
十
人
収
容
の
大
会

議
室
が
一
室
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

室
の
ほ
か
一
、
二
階
吹
き
ぬ
け
の
五

百
人
収
容
の
小
ホ
ー
ル
を
設
置
。
身

体
障
害
者
の
人
の
た
め
に
専
用
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
設
地
は
、
日
豊
本
線
に
沿
っ
た

中
町
の
民
有
地
（
約
一
万
三
千
平
方

μ
M
）
で
、
用
地
交
渉
も
現
在
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
百

三
十
台
収
容
で
き
る
駐
車
場
も
同
時

に
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

誰
潤

るまと市の環境事情ま

市
道
（
警
察
署
通
り
）

　
一
方
、
中
央
公
民
館
完
成
時
点
で

の
財
政
事
情
が
許
せ
ば
、
そ
の
直
後

か
ら
で
も
着
工
し
た
い
一
と
さ
れ

て
い
る
“
文
化
会
館
”
に
つ
い
て
、

そ
の
基
本
構
想
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。　
計
画
設
計
図
に
よ
り
ま
す
と
、
中

央
公
民
館
を
敷
地
の
南
側
、
文
化
会

館
を
北
側
に
配
置
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（
一
部
鉄
骨
）
二
階
建
て
、

延
べ
四
千
四
百
三
十
二
平
方
屑
。
同

会
館
は
固
定
席
一
千
三
百
、
補
助
席

二
百
、
計
一
千
五
百
人
を
収
容
で
き

る
大
ホ
ー
ル
を
持
ち
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
・
ピ
ッ
ト
な
ど
も
設
け
ら
れ
本
格

的
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
総
事
業

費
も
約
十
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。　
市
は
こ
ん
ご
、
基
本
構
想
に
、
細

部
の
検
討
な
ど
を
加
え
た
基
本
計
画

図
、
実
施
計
画
図
を
二
、
三
か
月
中

に
作
成
、
早
く
て
こ
と
し
の
ト
．
．
月
、

遅
く
て
も
来
年
早
々
に
着
工
し
、
”
文

化
の
殿
堂
”
の
κ
卜
五
年
完
成
を
め

ざ
し
て
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一一
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；
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一
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＝
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＝
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＝
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＝
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一
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一
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＝
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一
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一
二
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＝
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＝
ニ
一
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一
一
一
≡
一
一
一
＝
≡
ニ
一
＝
…
一
＝
…
＝
三
≡
蔓
≡
　
＝
…
一
三
二
一
二
一
一
一
一
二
　
一
一
≡
≡
一
≡
一
一
…
一
＝
ニ
：
＝
；
；
一
一
…
ニ
一
一
一
一
≡
一
；
一
＝
ニ
一
…
一
＝

　
市
は
、
昭
和
五
十
三
年
の
環
境
事
情
を
ま
と
め
、
こ
の
ほ
ど
発
表
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
公
害
対
策
、
自
然
保
護
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

A
ノ
回
は
市
の
公
害
対
策
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
簡
単
に
報
告
し
ま
す
。

目
だ
づ
河
川
の
汚
染

　
人
口
が
増
加

し
町
が
大
き
く

な
り
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
が

豊
か
に
そ
し
て

便
利
に
な
る
に

つ
れ
て
、
い
ろ

い
う
な
問
題
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

騒
音
や
振
動
、
悪
臭
、
大
気
汚
染
、
水

質
汚
濁
な
ど
の
多
種
多
様
な
公
害
現

象
が
そ
れ
で
す
。

　
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
私
た
ち
の
健

康
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
も
の
ば
か

り
で
す
が
、
と
く
に
最
近
目
に
つ
く

の
が
川
の
汚
染
で
す
。

毎
年
、
市
内
の
河
川
水

の
分
析
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
す
で
に

“
ど
ぶ
川
”
と
化
し
た

川
も
あ
り
ま
す
。

　
川
は
、
自
然
が
与
え

て
く
れ
た
み
ん
な
の
共

有
財
産
で
す
。
汚
染
の

問
題
は
市
の
行
政
だ
け

で
は
決
し
て
解
決
で
き

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
み
ん
な
の

問
題
と
し
て
認
識
し
、

個
人
が
、
家
庭
が
、
企
業

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

注
意
し
あ
っ
て
、
汚
染

化
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
排
水
基
準
を
守
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
流

し
た
り
し
な
い
、
目
に
つ
い
た
小
さ

な
ゴ
ミ
は
拾
う
、
家
庭
排
水
は
流
す

前
に
固
形
物
は
除
い
て
お
く
な
ど
、

自
分
が
気
づ
い
た
範
囲
で
注
意
し
行

動
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
い
ま
の

状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

し
、
除
々
に
で
も
昔
の
姿
に
も
ど
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
美
し
い
町
に
は
、
き
れ
い
な
川
が

流
れ
て
い
ま
す
…
…
。

大
気
に
異
常
認
め
ず

　
五
十
三
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
以

前
に
比
べ
て
公
害
苦
情
の
件
数
が
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
工
場
公
害
が
減

少
し
農
業
公
害
が
増
加
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
こ
れ
は
、
各
工
場
の
公
害

防
止
施
設
の
整
備
充
実
、
低
成
長
時

代
に
対
応
し
た
二
業
短
縮
、
国
の
減

反
政
策
に
よ
る
米
作
農
家
の
畜
産
農

家
へ
の
移
行
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
典
型
公
害
の
現
況
は
、
大
気
汚
染

に
つ
い
て
は
県
の
測
定
局
四
か
所
、

市
の
測
定
局
一
か
所
が
監
視
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
測
定
結
果

か
ら
も
異
常
値
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
水
質
汚
濁
に
つ
い
て
は
先
ほ

ど
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、
市
内
の
河
川
、

耳
川
水
系
お
よ
び
細
島
海
域
を
調
査

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
亀
崎
川

が
目
だ
っ
て
汚
染
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
上
流
が
宅
地
化
さ
れ
、

そ
の
生
活
排
水
が
大
き
な
原
因
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
騒
音
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
二

年
か
ら
苦
情
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
製
材
所
の
騒
音
に
つ
い
て
、
県
の

融
資
制
度
を
利
用
し
た
騒
音
防
止
対

策
を
は
か
り
、
苦
情
を
解
決
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
旧
富
高
鉱
山
鉱

害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
調
査
を
行

い
、
A
7
年
度
中
に
鉱
害
防
止
工
事
を

施
行
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
細
島
海
域
の
魚
介
類
調
査

に
つ
い
て
は
、
五
十
三
年
十
月
に
採

取
し
、
九
州
公
害
分
析
セ
ン
タ
ー
に

分
析
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
前
年
と
比

較
し
て
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

、
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つ
ゆ
に
入
り
本
格
的
な

由
の
季
節
に
な
り
ま
し
ノ

　
し
と
し
と
と
降
る
選
一
・

　
つ
た
れ
る
“
あ
し
さ
い
の

花
”
は
風
情
の
あ
る
も
の

て
す
か
、
D
に
よ
る
災
∴

下
’
　
－
－
　
　
　
　
　
　
　
－

の
雨
、

7

や
父
通
L
r
故
な
と
か
多
発

沃
る
の
も
こ
の
季
干
て
弓

今
回
は
、
防
災
と
栃
由
期

の
父
通
履
奈
に
つ
い
て
考

兀
て
み
ま
し
ょ
つ
。

，

家
族
み
ん
な
て
エ
…
L
八
口
い
を
L
、
乃

　
の
レ
一
き
の
被
∴
4
，
日
取
小
限
に
と
ヒ

め
る
L
，
”
家
庭
の
防
、
穴
体
制
”
を

撃
ノ
て
お
＼
圭
一
し
ノ

　
ま
た
、
近
く
の
矧
爪
∵
晒
／
鼻
ヒ
は
り
－

目
に
消
証
し
て
水
の
ノ
砒
れ
を
ー
ト
く
一

　　

@　

X
リ
ッ

家
庭
で
防
災
体
制
づ
く
り
を

　
災
r
口
は
、
　
瞬
の
う
ち
に
尊
い
4

命
や
財
因
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
い

ま
寸
。
私
た
ち
は
、
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
こ
の
鰍
穴
－
日
に
、
　
い
つ
も

β
意
を
は
ら
い
、
過
去
の
災
i
口
を
教

訓
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
セ
ん

　
被
∴
を
て
き
る
た
け
少
な
く
4
る

た
め
に
は
、
　
「
油
分
の
4
命
と
財
膚

は
自
分
て
守
る
ヒ
と
い
う
こ
と
か
、

　
番
人
事
な
こ
と
て
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
自
分
の
啄
の
ま
わ
り
の
地

形
を
よ
く
調
へ
る
な
と
、
日
ご
ろ
か

ら
災
q
日
に
つ
い
て
d
し
い
認
識
を
持

つ
こ
と
か
必
要
て
す

　
と
こ
ろ
て
、
巾
は
災
∴
ノ
ー
尺
！

を
間
近
に
ひ
か
え
　
県
　
日
・
同
警
察

署
な
と
の
関
係
機
関
と
協
力
し
て
六

月
し
日
に
巾
内
の
災
I
n
危
険
か
肋
の

舌
感
調
査
を
豹
い
、
そ
の
調
奔
を
も

と
に
・
ハ
月
i
　
日
、
防
災
会
議
ル
開

き
ま
し
た

　
こ
れ
は
、
災
占
を
木
然
一
・
防
“
し

た
り
、
被
憧
日
の
情
人
を
防
d
一
る
た

め
、
風
水
－
目
、
地
ホ
へ
り
、
山
く
ず

れ
な
と
の
発
4
づ
る
お
そ
れ
の
あ
る

危
険
地
域
を
調
査
し
、
口
占
．
r
防
と

い
）
総
八
口
的
な
機
能
を
必
要
と
う
る

事
態
に
対
し
て
防
災
体
制
つ
く
り
を

ξ
る
た
め
て
一
，

　
こ
れ
か
り
日
月
の
台
風
！
一
尺
ン

ま
て
の
四
か
月
、
本
格
的
な
出
水
期

を
迎
え
、
水
塁
日
に
対
す
る
し
ゅ
つ
ふ

ん
な
対
策
か
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
，　
最
血
て
は
、
幸
い
に
も
人
刑
－
の
台

風
や
集
中
，
家
山
、
k
山
に
よ
る
被
∴

も
な
い
た
め
、
防
災
の
心
か
ま
え
か

少
々
薄
ら
い
て
い
る
墨
一
て
っ
か
、

「
災
∴
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
．
て
く

る
」
の
例
え
と
お
り
、
い
っ
と
の
よ

つ
に
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

　
と
く
に
、
H
’
司
・
巾
は
も
也
告
　
戎
、

　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　

’
　
　
｝
・
メ
ー

吸
口
建
設
か
盛
ん
な
た
め
、
こ
れ
ま

て
人
山
時
に
水
の
は
け
場
所
と
な
っ

て
い
た
田
畑
か
窄
め
ウ
て
ら
れ
　
日

林
な
と
か
切
り
開
か
れ
て
い
ま
3
の

て
、
人
日
台
風
や
集
中
家
巾
に
見
舞

わ
れ
る
と
、
晒
屋
の
浸
水
や
崩
壊
、

i
砂
の
流
失
、
さ
ら
に
は
カ
ケ
く
す

れ
な
と
に
し
る
災
占
の
発
4
も
心
配

さ
れ
ま
す
，

　
最
悪
の
状
態
を
考
え
、
避
難
場
所

　
丙
』
く
の
公
民
蝕
や
浄
～
校
）
　
へ
の
道

順
、
謂
常
持
ち
出
し
品
の
々
備
な
と

ノ
り
　
’
氷
の
t
わ
り
の
低
い
と
こ
ろ

に
ほ
i
瓦
…
り
を
一
る
な
レ
、
人
h
巧

に
－
も
床
卜
i
旨
い
か
ノ
砒
れ
一
t
な
い
し

一
「
　
い
t
の
一
ち
カ
b
邸
椰
ー
ド
」

わ
き
ま
ー
ー
ー

プ
事
故
に
注
意

　
’
昌
崎
旧
小
内
の
こ
と
し
の

交
通
争
故
の
発
4
汰
況
は
、

人
口
i
日
嗣
石
て
、
発
4

桝
数
　
「
四
白
四
i
し
臼
、

死
者
か
四
i
八
、
負
傷
名

か
「
八
白
－
（
1
八
レ
一

な
　
て
才
り
　
n
向
ロ
財

と
ヒ
曳
」
ぐ
み
長
弓
L
、

　
」
1
樗

発
4
個
数
か
四
1
し
伯
、

負
傷
者
か
へ
i
八
人
減
少

し
て
い
裏
“
か
、
死
レ
刊
n
ほ

　
　
い
表
φ

ワ
イ
パ
ー
の
点
検
も

　
　
　
冠
　
し
妄
4

　
　
　
　
才

　
　
　
　
そ
二
て
つ
き
の
し
，
な
二
と
i
召

　
　
　
昌
〕
し
て
㌻
故
々
一
記
～
こ
べ
な
い
巣
一
「

　
　
　
　
と
玉
　
　
’
よ
　
，

　
　
　
　
∀
帖
れ
の
日
」
り
も
ク
ー
ン
ヒ
速

　
　
　
度
4
洛
と
し
、
中
間
距
離
を
し
ゅ
つ

　
　
　
の
ん
一
と
る
こ
と

　
▽
1
恥
現
場
の
鉄
板
な
・
は
、
溺

り
や
弓
く
な
る
の
て
レ
く
に
／
1
U
い
し

ま
　
　
　
し
　
　
ノ

　
∀
け
イ
ハ
ー
は
』
　
3
哺
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
ノ
ー
5
　
』
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

＼
　
ノ
レ
ー
＼
の
脅
動
は
し
り
一
ふ

ん
カ
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
1
は
ち
し
っ

と
い
い
カ
、
占
検
収
－
備
…
々
台
い
ら
な
い

し
，
一
弓
る

　
〉
視
界
か
ゼ
ま
く
な
る
の
て
、
道

路
の
7
コ
ホ
ー
や
歩
ノ
和
者
の
有
無
に

つ
い
て
、
縮
”
だ
噛
漱
に
も
目
貼
込
み
四
血
悶

一
か
ち
て
4
か
、
　
”
見
込
み
連
転
”

は
絶
利
に
や
め
適
し
L
一

　
〉
由
の
降
り
は
し
め
は
、
歩
豹
名

へ
，
河
心
申
利
用
名
は
ぬ
れ
ま
い
ヒ
し

て
先
を
急
き
ま
φ
の
て
、
し
ゅ
つ
ふ

ん
気
を
つ
け
て
く
た
曳
い
，
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4
け
カ
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の
外
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に
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噛
…
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へ
い
守
か
何

踊
設
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れ
て
い
る
と
き
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、
そ

縣
そ
の
高
さ
か
フ
ロ
ノ
ク
へ
い

購
－
部
か
・
、
訟
「
つ
い

喚
　
　
　
　
　
　
　
、

脳
　
巾
は
、
緑
曲
り
か
な
う
る
お
い
の
あ

や

帆
ろ
剛
を
め
さ
し
て
、
街
路
な
ヒ
に
調

ハ

潤
和
づ
る
縛
け
か
き
つ
く
り
を
招
巡
づ

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

舗
る
と
と
も
に
　
家
庭
の
緑
化
、
事
粟

…
所
の
緑
化
の
燈
促
進
を
は
か
る
た

、

鴇
め
、
家
庭
、
事
業
、
助
を
対
象
に
し
た

阜
　
ノ乳
，
第
　
三
三
け
か
き
コ
！
ク
ー
ル
！

ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

鵬
を
つ
き
の
要
領
て
失
施
し
一
、

嚇
　
▽
応
募
対
象

…
璽
あ
①
～
③
の
条
伯

㌔

　
人
も
増
7
．
て

　
死
し
事
故
の
事
故
原
囚
名
4
．
一
向
三

山
に
み
て
み
圭
5
ヒ
、
　
般
少
向
や

　
一
歳
代
一
－
し
る
免
し
レ
故
か
、
約

・
ハ
ー
ハ
聖
口
を
占
め
て
い
表
4
　
こ
れ

ら
の
事
故
原
囚
を
み
表
一
と
、
速
度

’
迂
「
反
、
わ
キ
」
口
犯
運
転
、
酒
し
い
な
レ

の
・
父
通
ル
ー
ル
の
”
八
・
本
”
を
櫨
∩
視

し
た
も
の
か
人
Ψ
に
な
っ
て
お
り
、

　
回
申
脅
、
　
一
歳
代
に
対
ケ
る
・
父

通
凌
全
対
策
か
急
か
れ
て
い
る
と
こ

ろ
て
す
。

　
こ
の
女
う
な
別
て
、
人
月
六
日
に

は
，
ゆ
誤
り
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
先

は
、
ス
ヒ
ー
ー
の
出
し
3
㍉
に
し
る

ス
リ
ノ
ブ
事
故
、
視
界
小
良
に
よ
る

事
故
、
路
肩
の
ゆ
る
み
に
な
と
に
よ

る
転
洛
事
故
な
と
、
掬
山
期
特
有
の

交
通
事
故
か
多
発
す
る
も
の
と
心
配

災害危険地区の調査

る少年補導委員決ま
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一日向市青少年問題協議会一

　
日
向
巾
肖
少
’
諸
問
題
協
議
会
　
略

ゐ
小
　
　
一
j
k
ソ
第
、
　
＼
、
く
ー
ー
り
h
　
、

　
　
1
／
　
し
　
　
／
」
－
　
　

一
，
P
　
一
上

不
は
、
八
月
ハ
日
－
後
　
哨
　
1
分
力

ら
肖
二
二
ホ
ー
ム
て
、
昭
和
1
1
i
四

向
曲
反
　
、
h
i
四
向
－
日
月
　
　
日
～
爵
一

　
　
　
　
　
　
　
∬
ノ
！
　
∬
ナ

　
　
　
　
　
　
日
　
の
少
向
補
導

　
　
　
　
　
　
委
員
に
委
嘱
伏
を

　
　
　
　
　
　
交
付
し
表
し
ノ

　
　
　
　
　
　
　
少
角
袖
導
委
員

　
　
　
　
　
　
　
の
“
事
は
、
肖
少

　
　
　
　
　
　
負
－
の
健
人
ー
ム
U
成
を

　
　
　
　
　
　
は
カ
り
な
カ
ら

　
　
　
　
　
　
ー
ー
レ
し
み
一
－
　
）

　
　
　
　
　
　
」
！
イ
f
β
　
1
一
　
〆

　
　
　
　
　
　
と
め
る
も
の
て
弓

　
　
　
　
　
　
力
　
　
こ
れ
り
4
“

　
　
　
　
　
　
事
一
－
従
－
，
ざ
れ
る

　
　
　
　
　
　
か
た
は
つ
㌔
の
ヒ

＼

｝
藏
六
か
月
兄
検
診

　
七
月
の
一
歳
六
か
月
児
の
健

康
診
査
は
、
七
月
十
九
日
の
午

後
一
時
一
．
卜
分
か
ら
、
老
入
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
春
原
町
）
て
行

い
ま
す
。

　
対
象
幼
児
は
、
昭
和
五
十
↓
．

年
」
月
一
日
か
ら
一
月
三
十
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
で

す
。

母
r
健
康
F
阪
を
盲
れ
ず
に

、噸h噸、犠柄瓶、唖hもhやh

呼顯　　Pl

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
レ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
、
t
　
一

以
一
　
事
Ψ
爪
所
一
つ
い
て
ほ
へ
i

以
i
て
あ
る
こ
と

③
樹
岡
本
の
種
類
は
自
由

▽
応
募
の
乃
法

は
か
き
に
、
臼
助
、
氏
名
錠
た
は

野
…
第
一
回

事
葉
肋
、
代
人
者
名
、
電
晶
番
り
、
嚇

1
1
け
か
・
の
樹
木
の
秤
触
、
一
け
か
幅

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

＼
の
長
ざ
　
両
触
4
－
－
日
い
．
・
、
本
…
明
嚇

－
番
ハ
り
、
巾
壕
境
保
全
課
、
送
“
桝

一
7
て
く
た
へ
い
　
　
　
　
　
　
幅

▽
屍
勢
綿
切
り
　
　
　
鴨

し
月
i
日
表
巧
》
鍔
こ
乱

▽
馨
と
畜
　
　
　
　
鴨

　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
鳴
ド
％
　
巾
民
の
代
人
h

　
　
　
て
絡
奔
緊
橘
成
し
、
托
桝

・
　
月
由
馨
を
竹
∵
煕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
や

’
　
　
　
爵
査
の
結
果
一
基
つ
㍉
　
、

9
　
隻
乃
な
4
け
か
浮
つ
憲

撃
　
て
人
彰
し
長
一
な
お
賦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
．
　
比
募
名
く
1
貝
一
参
加
賞
岩
帖

　
・
・
ご
あ
け
一
，
　
購

　
　
　
幽
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
σ
　
ま
た
　
人
賞
彗
け
か
失
こ

十
⊃
、
　
　
」

一
　
　
尋
び

し
て
て
い
圭
4

　
く
わ

課
自
鉄
、
保
護
係

刈
U
広
q

ノ
ー
宗
μ

生
け
が
き
コ
ン
ク
ー
レ
ー
ー
＾

＞　　　　V　　 ‘’m〉台　　 ▽　々　▽園闘成〉原　　 ▽　　　人
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選1駕1羅辮1弩

　
▼
♪
・
ご
上
・
i
一
　
一
嚇

　
一
／
㌧
，
一
　
　
一
　
一
M

　
か
ら
六
日
ま
て
、
・
巾
役
唖
嚇

　
玄
関
ロ
ー
1
に
％
肖
、
を
展
幅

小
し
一
二
に
、
鳳

　
優
秀
、
－
け
か
き
に
つ
い
て
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

一
”
｛
テ
ル
硅
け
か
き
”
と
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

臼
問
指
冗
ル
う
る
こ
と
に
し
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
・
同
…

　
　
　
　
8
　
　
・
鵬

　
　
　
へ
お
た
ヶ
ね
く
た
ざ
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
ワ
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日1第
問lh・

第33回県体

　
　
　
　
．
．
．
回
宮
崎
県
民
体
育
た
会

ま
　
　
　
　
　
．
．
卜
－
し
し
一
、
　
一
．
卜
－
k
i
）

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　

ノ
ー
グ

ニ
　
　
　
県
総
合
運
動
公
園
を
中
心

に
八
市
四
町
村
〔
症
L
－
κ
ヘ
ム
場

で
開
催
さ
れ
、
．
．
．
レ
四
競
技
に
．
万

一二

轤
ｱ
入
が
参
加
。
－
「
」
し
し
巾
郡
対
一
抗

で
連
日
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
日
向
市
か
ら
は
、
甲
斐
市
．
長
を
団

長
に
四
．
白
八
卜
几
八
が
参
－
朋
し
、
日

向
市
史
L
初
の
総
合
症
位
と
い
う
好

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
．

　
日
向
市
で
も
、
ご
承
知
の
レ
・
う
に

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ヴ
ト
ボ
ー

ル
の
．
．
競
技
が
開
催
さ
れ
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
体
育
館
に
好
試
へ
口
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
、
つ
め
か
け
た
多
く
の
参

観
払
臼
を
彪
u
ば
せ
ま
し
た
、

　
そ
れ
で
は
、
日
向
市
が
参
加
し
た

競
技
の
・
“
一
ち
で
、
お
も
な
も
の
の
成

績
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
．

　
▽
男
女
総
へ
口
成
績
丘
位
　
幽
し
ト

五
・
．
．
一
．
点
｝
　
▽
．
般
男
．
r
圧
位

（
八
ト
ビ
・
κ
占
じ

」
一
位
　
（
．
．
L
1
」
ハ
・
κ

男
r
卜
立
〔
．
”
卜
κ
・

▽
少
年
女
．
L
六
位
．

．
．
．
）

　
◎
一
般
の
部

▽
．
般
女
．
r

m
．
一
　
　
　
、
ー
レ
’
．
卜
r

　
　
＼
　
　
ノ
　
　
ノ
【
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■
、

ノく

ス

ケ
ツ

ト

優

ス
ケ
ッ
ト
憂
勝
　
妙
脾

以1’ u忽峯畳

　L旧しト　年
　　敬位女女▽生　称　ゴ』ゴ．震女
　略　　道デ・
ll師嘱

憾
耀

餌
…
陶
画
ー
ー
…
一
陶
…
一
…
ー
ー
ー
陶
一
曙
月
鞠
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
q
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
■
ー
ヨ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
抽
ー
ー
鞠
ー
ー
ー
ー
ー
陶
ー
ー
隔
り
一

轄　
　
　
年
“

♂
噛
　
　
墾

　
　
，
巴
ノ
ノ

ミ
．
．

　
　
一
　
｝
卜

　
　
　
「

　
　
“
に

冠

（6）
腕：蓬

　
【
問
】

　
私
は
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
が
、
六
月
と
レ
．
．
月

の
年
．
．
回
し
か
も
ら
え
ま
せ
ん
．
近

所
の
人
も
老
齢
年
金
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
．
年
四
回
と
聞
き
ま
し
た
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
違
う
の
で
し
ょ

う
か
，

　
【
答
】

　
国
民
年
金
制
度
に
は
、
六
卜
κ
歳

に
な
、
た
ら
芝
給
さ
れ
る
年
金
に
．
．

種
類
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
、
老

断
年
金
と
通
算
老
齢
年
金
で
す
－

　
老
齢
年
金
は
、
国
民
年
金
制
度
だ

け
で
受
給
権
を
満
た
し
た
と
き
に
支

給
さ
れ
る
年
金
で
す
。
つ
ま
り
、
保

険
料
納
付
済
期
聞
と
免
除
期
間
を
合

わ
せ
た
期
間
が
、
．
．
卜
κ
年
以
L
あ

る
人
が
も
ら
え
る
年
金
を
老
齢
年
金

と
い
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
昭
和
κ

年
四
月
．
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
に

つ
い
て
は
、
．
．
レ
κ
年
と
い
う
の
が

生
年
月
日
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
．
年

か
ら
．
．
レ
四
年
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
通
算
老
齢
年
金

は
、
国
民
年
金
制
度
だ
け
で
受
給
資

格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い

人
が
、
厚
’
生
年
金
な
ど
の
通
算
期
間

を
合
わ
せ
て
、
受
給
資
格
期
間
を
満

た
す
場
合
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
国
民

年
金
の
期
間
と
他
の
通
算
期
問
を
合

算
し
た
も
の
カ
．
レ
κ
年
以
L
…
生

年
月
目
に
よ
り
ト
年
か
ら
一
．
山
川
、
年

に
短
縮
）
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
老
齢
年
金
は
．
．
一
月
、
六
月
、

几
月
、
卜
．
月
の
年
四
回
支
給
で
す
。

が
、
通
算
老
齢
年
金
は
六
月
と
ト
．
．

月
の
年
．
．
回
支
給
と
な
っ
て
い
る
ん

で
す
。

　
で
す
か
ら
、
あ
な
た
が
も
ら
っ
て

い
る
年
金
は
、
老
齢
年
金
で
な
く
通

算
老
齢
年
金
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

年
一
．
岡
支
給
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で
も
、
あ
な
た
が
過
去
に
厚
生

年
金
な
ど
に
一
年
以
ヒ
加
人
し
た
こ

と
が
あ
れ
ば
、
そ
ち
ら
の
方
か
ら
も

年
金
が
も
ら
え
ま
す
の
で
、
ま
だ
r

続
き
が
し
て
な
け
れ
ば
社
会
保
険
事

務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
額
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

し
て
汁
算
さ
れ
ま
す
。

一
位
の
富
中
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

ヒ
・
八

▽
陸
上
競
技
一
砲
丸
投
げ
四
卜
歳

げ
酵

」
糖

　
「
花
は
心
を
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
ま

す
…
…
一
と
、
四
季
お
り
お
り
の
花

を
六
年
間
も
日
向
市
駅
に
植
え
続
け

て
い
る
人
が
い
ま
す
．
こ
の
八
は
、

市
内
春
原
町
に
住
む
中
村
フ
キ
エ
さ

ん
、
春
日
か
ら
ね
り
か
ら
の
花
好
き
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
、
日

向
市
駅
の
花
だ
ん
に
、
花
を
植
え
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
中
村
さ
ん
は
　
自
宅
で
花
の
階
を

育
て
、
そ
し
て
r
ご
ろ
の
大
き
さ
に

な
っ
た
ら
駅
の
花
だ
ん
に
運
ん
で
植

え
つ
け
を
し
ま
す
。
い
ま
で
は
、
訳

を
訪
れ
る
八
や
通
行
八
の
心
を
い
や

す
材
料
に
な
っ
て
お
り
、
秋
に
は
国

体
で
訪
れ
る
入
た
ち
の
心
を
な
ご
ま

せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

¢）老齢御こ金び）客貞二　　1　（1300＞く三内イナ1斉其月μ冒び）ナ1数）　十　　（ユ300P

　　　　　　　　×免除期間び）月数×吉）｝×1．167．←（21

　　　　　　　　円×附加保険料納イ」‘済期間の月数）

　　　※昭和5年4月lli以lll∫に生まれた八には、つぎの客1

　　　　が加i算：されます。

　　　　　　　5001IJ×　 （　300一ノJllノ父ナ1数）　×1．167

　　　　　　　糸内人月数＋免i徐1」数×　垂
　　　　　×
　　　　　　　　　　加入月数

◎通算老齢年金の額一（1300円×納付済期間の月数）

　　　　　　　　　×1．167

臨
時
市
議
会
で

常
任
委
員
な
ど
決
ま
る

　
κ
月
卜
・
四
日
に
招
集
さ
れ
た
臨
時

市
議
会
で
議
会
構
成
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
へ
’
回
は
、
常
任
委
目
へ
会
、
特
別

委
U
会
な
ど
の
各
委
U
を
ご
紹
介
し
生

す
。
カ
ッ
コ
内
は
定
数
、
◎
は
委
”
貝

、
長
、
○
は
副
委
員
k
で
す
．

　
総
務
委
員
会
（
八
人
）

　
◎
小
城
屯
臣
、
O
黒
木
弛
市
、
黒

木
敏
雄
渋
δ
勝
、
井
砕
磐
市
・

L
，
，
H
比
「
．
．
．
、
　
、
」
寮
比
両
ム
ほ
、
　
i
h
，
呵
－
峯
b
I

－
i
5
峯
　
　
　
　
　
・
馳
．
ゴ
　
局
」
噛
ぜ
・
、
ゴ
　
　
　
i
　
‘
－
」
「
．
「
　
一

　
文
教
厚
生
委
員
会
（
八
人
）

　
ゆ
剣
淵
　
肇
、
「
卜
堂
保
男
、
抜

原
紘
．
、
衆
良
安
昭
、
国
議
掩
信
、

黒
木
秋
好
、
黒
木
鶴
雄
、
．
．
．
樹
光
男

　
経
済
委
員
会
（
七
人
）

　
冗
塩
由
哲
也
、
　
↑
　
　
谷
利
鳴
、
玲

レ
躯
．
南
」
温
…
、
　
旧
均
し
田
固
利
、
　
野
別
川
靴
ル
、

小
林
哲
男
、
柏
川
利
彦

　
建
設
委
員
会
（
七
人
）

ノ尽　／＼
ノ」、　II

須

星脅実

咲

松政
乍
　　　茂

郎
　　　板

　　　谷

　　　慎

　　　【il

　j

l
己

沢
1弓：

1
君

。
村’

1・

訴
［
∫

租

成

」・谷
ト
木

Pl’勝

1
君

　　　材1

無・￥t
｝
ピ
｛

1ジ径
ll

　　　比

　
工
業
開
発
・
公
害
対
策
特
別
委
員

会
（
八
人
）

　
ゆ
に
谷
利
男
、
G
黒
乍
敏
難
、
成

合
　
実
、
．
政
　
茂
、
板
谷
慎
L
目
、

柏
田
利
彦
、
黒
木
秋
好
、
汗
藤
満
冶

　
国
営
農
用
地
開
発
事
業
推
進
特
別

委
員
会
（
八
人
）

　
↓
児
L
国
団
、
　
け
・
一
叡
「
敏
．
渋

、
r
　
　
　
　
　
・
．
昏
、
．
「
、
　
　
荏
、
　
ト
ド
h
」
ρ
行
、

　
旧
野
判
知
秀
．
一
成
・

h
臼
卜
Y
ト
ロ
、
　
肩
衣
一
葛
、
　
－
一

、
　
覧
ゴ
ー
　
．
・
．
、
　
一
．
n
．
＼
尺
．
r
、

」
蛎
」
『
巨
　
　
「
μ
イ
品
T
准

　
以
卜
敬
称
を
略
し
虹

恥
・
郎

（
八
人
）

、
「
　
　
　
．
、
．
．
、
、

　
　
　
梓

ロ
　
　
　
ま
し
ノ
　
ノ
サ

，
”
一
殉

　
イ
q
羅

　
　
》
オ

・
た
．

　
　
　
ラ
鱒漁

ロロロロロ

権、qロ。「

嚇鵬
レ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
旗
誕
生

　
1
1
向
市
ボ
ラ
・
、
・
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
　
赤
・
仁
初
乱
1
ー
ヘ
ム
．
長
・
の
連
州
旗
が

こ
の
ほ
ど
で
き
あ
が
り
ま
し
た
．
司

協
議
ヘ
ム
は
、
　
こ
と
し
．
月
、
r
話
サ

ー
ク
ル
、
ひ
む
か
い
、
ほ
の
ぼ
の
会
、

心
臓
病
の
．
r
ど
も
を
守
る
会
な
ど
九

団
体
ヒ
個
人
会
員
症
卜
四
人
で
結

成
．
旗
は
、
活
旧
動
へ
の
参
加
と
協
…
力

を
呼
び
か
け
よ
う
　
と
作
コ
た
も
の

で
、
黄
色
地
に
中
・
心
か
赤
色
、
そ
の

中
に
ボ
ー
フ
ン
テ
f
ア
の
”
V
の
字
”

と
腰
か
白
色
で
図
案
化
し
て
あ
り
支
す
。

＜植えはじめて6年

網へ慈澄t

レ
県
民
体
操
を
し
よ
う

三体授大人室かしト“く
体終が学をがらた四県県宮
操∫’その対創構。ll民民il奇
を後れ新象f日成こ国体に国
行　も　ぞ　谷　に　　uさ」の育操国体

い　’れ教　’これ体セ汚操の
ま　機4『旨‘受　県　の　　’」’栗　ン　及　を　開

し会導　’民日宮はタ講酋催
よあし第体は人こ　’「三三を
うるま’．操参プ）第．ひ会し機
‘．

ｱしを第加iで本 ・行”　よ会

　とた中 ・者育’わがりに
　に　．．闇を糸勺f叶笛れ六　　’
　リ1し　　　i　i　l　　教　　 1監fj　　　．ド　r　　 ’完　　　　　 ＝　　　　隻　　　　タ　］　　　　．ヒ　　　 ノ2：

一
位
の
美
々
津
中
女
子
ソ
フ
ト
部
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7月にリハーサル大会トバスケッ

　鴇，▲傷
口

＝

モ

16日秋季大会まで…1

　
国
体
の
四
季
人
会
ま
て
あ
と
白

一
六
日
と
な
り
ま
し
た
か
、
q
く
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
上
f

育
人
会
日
向
巾
実
豹
委
員
会
の
第

回
総
会
は
六
月
四
日
、
～
後
　
鴫

一
分
か
ら
勤
労
肖
少
窺
体
ム
ー
ー
セ
ン
タ

ー
て
毘
力
れ
圭
し
た

　
総
会
て
は
、
国
体
開
俗
厚
手
の
こ

れ
ま
て
の
経
過
、
川
体
日
向
巾
会
場

の
脱
技
種
目
と
会
場
の
決
短
な
と
の

報
告
と
、
二
三
竹
委
員
会
歳
人
歳
出

・
沢
算
お
よ
ひ
歳
人
歳
出
．
r
算
、
こ
れ

か
ら
国
体
開
催
ま
て
に
擢
進
ず
る
廓

業
討
画
の
審
議
か
弄
わ
れ
ま
し
た

　
・
巾
実
狛
委
員
会
て
は
、
競
技
か
円

攣聖

鍾
、

⑱
萄
蛮
§
ミ
勘
吻
三
体
渚

洩

謂
に
！
狗
わ
れ
、
日
向
山
を
訪
れ
る
越

丁
を
あ
た
た
か
く
週
え
、
国
体
を
契

機
に
巾
民
ス
ホ
ー
ノ
か
尚
圭
る
た
め

一
、
い
ろ
い
ろ
な
置
旧
を
進
め
て
い

ま
づ
か
、
本
番
圭
て
残
一
と
＝
」
ろ
わ

噂
力
に
な
り
圭
し
た

　
こ
の
た
め
、
同
失
ノ
向
委
員
八
ム
は
総

務
、
式
典
韻
技
、
競
技
連
屈
、
輸
送
、

循
泊
観
光
、
巾
民
連
動
な
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
劉
の
業
務
擢
進
－
旧
画
を
ウ

て
て
〃
全
を
は
か
る
こ
と
に
し
、
d

画
は
分
野
こ
と
に
月
別
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
組
圭
れ
て
綱
か
な
禅
備
か
豹
わ

れ
て
い
ま
薄

　
ま
た
、
総
会
の
席
i
、
国
体
の
リ

ハ
ー
サ
ル
人
会
と
し
て
、
し
月
　
i

　
日
か
ら
吊
島
高
望
体
育
館
を
一
会

場
に
し
て
開
稲
さ
れ
る
”
西
日
本
失

業
団
　
ハ
ス
ケ
ノ
ト
ホ
ー
ル
蔵
丁
櫓
人

会
”
の
失
施
要
領
も
紹
介
ざ
れ
圭
し

た
。　
人
会
は
、
第
　
一
κ
回
男
．
一
越
f

権
人
会
と
第
　
一
　
国
女
f
オ
r
計

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
ホ
ー

人
会
の
両
ハ
ス
ケ
ノ
ー
人
会
か
何
寂

し
て
狗
わ
れ
圭
4
か
、
し
月
　
ー

ー
　
、
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
）
　
　
　
　
　
　

1
、
　
　
　
1
ー
ノ

ー
カ
．
ル
　
　
一
　
　
一
び
　
　

i
H
μ
　
　

」
ロ
ー
［

＝
≡
≡
＝
ニ
ニ
ニ
ニ
＝
｝
ニ
＝
≡
≡
≡
ニ
≡
＝
一
＝
＝
≡
＝
ニ
≡
≡
ニ
一
≡
≡
＝
…
ニ
≡
≡
一
≡
ニ
≡
ニ
ニ
ニ
＝
≡
「
ニ
＝
ニ
＝
≡
…
≡
＝
一
≡
≡
＝
≡
＝
≡
≡
一
二
≡
≡
≡
≡
＝
≡
一
…
≡
≡
≡
≡
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
ニ
≡
…
＝
一
二
≡
≡
高
目
…
＝
F

　
も
と
も
と
、
徳
川
幕
尉
の
権
力
の

煙
を
’
女
三
寸
る
た
め
に
と
ら
れ
た
幕

藩
体
制
　
只
体
的
に
は
、
武
i
の
城

卜
町
集
・
…
T
と
か
参
勤
父
代
、
鎖
国
、

身
分
関
係
の
舶
V
な
と
、
は
、
そ
の

体
制
磁
ウ
の
当
初
か
ら
、
む
し
ろ
，
掃

藩
体
制
を
召
続
さ
せ
る
こ
と
一
－
対
瞠

る
矛
盾
を
内
蔵
し
て
い
ま
し
た
　
例

え
ば
、
体
制
繍
持
の
た
め
の
諸
政
策

は
、
貨
幣
経
循
の
漏
冗
　
展
や
、
そ
れ
に

と
も
な
う
各
階
層
に
…
閉
し
込
め
ら
れ

た
民
衆
の
小
十
、
小
満
を
増
人
さ
ゼ
、

そ
れ
か
人
変
地
口
、
な
と
の
串
付
と
あ

い
ま
、
て
、
白
如
　
揆
や
反
封
建
思

想
を
展
開
さ
せ
る
二
と
に
な
、
た
の

て
3
，

　
そ
れ
り
に
対
し
て
、
さ
ら
「
枯
力

側
の
艸
月
や
強
硬
策
か
と
ら
れ
る
の

て
寸
か
、
な
か
て
も
同
和
地
区
や
そ

の
地
区
の
入
々
に
対
3
る
鐸
別
威
し
晴

を
せ
ん
動
し
、
鐸
別
を
さ
ら
に
強
く

押
し
つ
け
る
こ
と
に
女
っ
て
、
小
満

の
温
床
に
な
っ
て
い
た
自
如
や
陶
人

の
地
位
を
相
対
的
に
高
め
、
そ
の
千

三
を
そ
・
5
、
そ
う
と
重
る
政
策
か
、
き

わ
め
て
功
妙
に
悪
質
に
翁
わ
れ
た
の

て
す
　
例
ノ
は
、
　
小
教
に
よ
，
て
現
即
の

呂
し
み
か
ら
救
わ
れ
る
と
し
、
同
和

地
区
の
酔
ひ
と
を
浄
－
肖
か
小
に
転
’
小

さ
せ
て
粘
仰
の
白
・
川
を
奪
い
、
圭
た
、

仏
に
な
、
た
人
た
ち
に
畜
男
、
畜
女

な
と
の
戚
名
を
つ
け
神
村
の
祭
礼
や

氏
．
一
か
ら
も
除
外
し
ま
し
た
圭
た
、

あ
る
縁
日
に
同
和
地
区
の
八
か
参
詣

し
、
μ
、
居
を
く
く
る
と
け
か
れ
る
と

同
和
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う

1
差
別
を
な
く
す
た
め
に
一

（ゆ

い
っ
て
殺
さ
れ
、
訴
え
出
る
と
，
あ

と
ー
二
人
殺
さ
れ
た
・
5
、
卜
f
人
を
出

づ
　
と
役
八
か
ら
ロ
わ
れ
て
、
か
か

忽
。
・
て
も
り
え
な
か
・
た
り
し
ま

し
た
　
あ
る
藩
て
は
、
衣
類
も
無
紋

て
渋
染
、
あ
り
染
の
も
の
た
け
を
着

せ
り
れ
る
と
か
、
胸
に
1
1
一
四
分
　
一

八
”
　
十
乃
の
L
皮
を
つ
け
て
’
”
＊

せ
よ
な
レ
こ
し
、
ヘ
ー
日
か
ら
は
想
像
て

き
な
い
ほ
と
の
人
格
…
無
視
か
Ψ
気
て

豹
わ
れ
た
の
て
播
　
　
　
　
　
　
　
川

　
こ
，
し
た
、
き
わ
め
て
悪
質
な
政
㎜

策
に
抗
し
て
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
川

も
　
し
た
る
と
こ
ろ
て
・
▽
ち
ー
カ
り
川

ま
し
た
　
　
　
　
　
　
…

　
例
え
ば
、
八
－
ま
て
　
按
釧
1
1
の
第
㎜

　
線
に
ウ
た
さ
れ
た
人
々
と
も
、
そ
川

れ
か
分
裂
政
策
の
利
用
て
あ
る
こ
と
川

を
知
り
、
　
揆
側
に
参
加
し
て
抵
抗
川

一
る
よ
つ
じ
な
り
ま
し
た
、
ま
た
、
…

人
保
八
向
　
　
八
　
し
　
に
人
塩
雫
川

八
郎
か
乱
を
起
こ
◎
と
き
、
人
賦
の
…

同
和
地
区
の
人
々
に
強
く
働
き
か
け
㎜

て
い
ま
づ
　
岡
山
て
起
き
た
渋
染
　
㎜

揆
て
は
、
町
内
の
全
同
和
地
区
の
人
川

た
ち
か
団
結
し
、
三
子
、
な
抵
抗
の
木
、
㎜

勝
利
を
お
さ
め
る
な
と
、
同
和
地
区
川

の
人
々
の
解
放
に
対
寸
る
”
日
欲
は
、
…

ま
一
ま
寸
尚
ま
・
て
き
た
の
て
一
…

こ
一
し
た
動
き
に
あ
い
ま
・
て
、
…

識
者
の
〆
別
づ
る
こ
と
の
誤
り
を
指
㎜

摘
弓
る
切
口
や
思
想
も
国
内
に
仏
ま
川

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

り
　
さ
り
に
解
放
へ
の
た
た
か
い
の
一

郭
け
り
れ
る
中
て
、
明
冶
維
覇
を
迎
川

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
，
　
　
…

劉．

ﾎ

隅

一ホは設：
技1　’i〆1■

会ル日冠
」易とlrl」れヲ

案’巾妄」
内ハて［四
　ス開た〆
参ケ解　の
1川ノざこ会
チ1れの場
iホる案案
ム1ソ内内
とルフ回板
迭の11カ

騨
湾

灘
讐

郷
（
の

　
　
9
読
．
声
5
5
7
’
”
・
”

　　

R
「
嚇
一

騨
餐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栃
由
鴫
は
、
爪
－
順
な
人
候
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
の
調
．
一
を
乱
し
て
し
ま
い
か
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
か
、
疲
労
回
復
な
と
「
効
果
を
も

高
論
体
育
館
と
B
向
高
校
体
育
蝕
て
、
つ
物
肉
エ
キ
ス
を
伯
・
て
み
ま
セ
ん

男
r
　
一
　
チ
ー
ム
、
女
r
一
　
チ
　
か

ー
ム
か
参
－
川
　
約
1
1
白
人
の
越
丁
な
　
　
川
り
U
弓
る
も
の
は
、

と
を
受
け
人
れ
る
こ
と
「
な
．
て
い
　
▽
”
肉
”
か
厚
一
人
粒
の
硬
い
－
・

士
あ
δ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
」
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
極
剰

　
と
こ
ろ
て
、
八
月
四
日
の
総
会
当
　
　
〉
ホ
ウ
ロ
ウ
引
き
の
ナ
へ
、
も
し

目
、
日
月
奉
目
”
川
の
円
形
、
化
畑
に
広
告
　
　
　
く
は
ー
ナ
へ
か
耐
執
カ
ラ
ス
の

塔
か
・
ヅ
て
り
れ
、
国
体
ム
ー
ト
の
盛
　
　
ナ
へ

り
一
け
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
ま
3
　
　
▽
ス
リ
コ
キ
と
ス
リ
ハ
チ

　
こ
の
怪
・
塔
は
、
日
向
・
ー
タ
リ
　
①
物
を
き
れ
い
に
水
て
洗
い
、
ひ

ー
ク
ラ
フ
源
氏
忠
人
会
k
．
日
レ
ろ
ケ
つ
水
気
を
ふ
き
と
り
ま
づ

義
塾
。
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
フ
川
堰
イ
　
②
タ
不
を
と
り
ま
づ
　
枚
の
板

会
長
）
か
日
門
扉
て
∵
巾
民
総
参
加
の

国
体
「
一
る
た
め
、
そ
の
P
R
川
に
　
　
　
　
ゴ
ミ
を
投
入
し
な
い
て

と
巾
一
あ
贈
し
た
も
の
て
3

　
塔
は
、
オ
レ
／
ノ
、
赤
、
墨
目
の
　
　
　
き
れ
い
な
町
に
し
て
訪
れ
る
選
手

本
の
鉄
ハ
イ
7
に
支
え
ら
れ
た
　
角
　
た
ち
を
あ
た
た
か
く
迎
え
よ
う

形
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
イ
ノ
の
軍
戸
と
、
実
行
委
員
会
を
は
し
め
、
各
種

は
、
h
崎
川
体
の
ス
ロ
ー
カ
／
て
あ
　
団
体
、
市
民
グ
ル
ー
プ
で
、
き
れ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

る
　
糾
ひ
る
興
一
－
を
草
し
た
も
の
　
な
肉
づ
く
り
の
た
め
の
”
清
掃
奉
仕

か
瓦
μ
u
、
　
「
伸
ひ
る
力
‘
か
へ
μ
u
、
　
作
業
”
が
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
行

鰍
柵
瓦
に
雛
懲
脈
鰹
節
欝
鶴
響
駄

　
日
本
の
か
る
さ
と
宮
崎
国
体
［
の
　
ら
「
最
近
、
鉄
道
用
地
内
に
家
庭
廃

文
庁
か
妊
れ
ら
れ
、
　
角
形
の
中
央
　
棄
物
の
投
入
が
多
く
て
困
っ
て
い

に
ほ
高
さ
一
　
冒
の
ホ
ー
ル
か
》
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

、、

黶
A
国
体
抑
を
掲
揚
◎
る
L
う
に
　
　
市
内
で
も
、
と
く
に
細
網
線
に
多

な
っ
て
い
ま
つ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
空

ま
た
、
巾
胴
体
串
務
局
ほ
塔
の
ウ
き
か
ん
や
木
片
な
ど
を
線
路
内
に
点

て
ら
れ
た
円
形
花
垢
に
、
キ
ノ
キ
ョ
　
擁
す
る
と
非
常
に
危
険
で
す
し
、
美

”
甲
や
セ
、
！
ト
ホ
ー
リ
ア
な
と
四
爪
，
咲
　
観
心
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

き
の
”
化
　
r
本
の
”
川
を
心
え
込
み
、
　
　
鉄
道
も
道
路
と
同
し
で
す
・
き
れ

花
い
、
は
い
連
動
を
盛
り
一
け
る
こ
　
い
な
町
づ
く
り
を
め
さ
し
て
、
空
き

と
に
し
て
い
ま
一
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
や
ゴ
ミ
な
ど
の
不
法
投
棄
は
絶

　
妄
た
、
ー
日
月
i
　
日
の
、
後
、
同
　
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

し
く
巾
月
前
前
の
庭
園
内
一
．
、
タ
テ

f
数
な
と
か
カ
ラ
フ
ル
に
小
し
て
あ

り
、
巾
て
’
狗
わ
れ
る
競
技
の
こ
ヒ
か

ひ
レ
一
目
（
わ
か
る
し
く
み
に
な
．
て

い
ま
づ

に
は
さ
ん
て
一
か
り
押
づ
と
、
失
か

割
れ
て
タ
不
か
と
り
や
ポ
く
な
り
ま

4
。　
④
悔
の
失
を
、
ス
リ
ハ
チ
の
中
に

募
れ
　
ス
リ
コ
キ
て
す
り
つ
ふ
し
ま

弓
　
ウ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
q
オ
り
・
ふ
し
九
悔
を
　

枚
合

わ
せ
た
カ
ー
セ
て
し
ほ
っ
て
d
を
と

り
ま
す
，

　
⑤
そ
の
d
を
ナ
へ
に
人
れ
て
、
ト

ロ
ノ
と
な
る
ま
て
中
火
て
者
つ
め
ま

弓
　
甲
か
っ
〃
巴
て
、
あ
め
状
に
な
れ

は
て
き
あ
か
り
て
弓

　
　
キ
ロ
の
占
物
か
b
、
約
白
μ
，
の

物
肉
エ
キ
ス
か
て
き
ま
づ

　
　
回
の
”
摂
取
日
甲
”
は
、
丸
…
楽

粒
分
く
ら
い
か
適
当
て
し
ょ
つ
　
r

と
も
の
場
へ
口
は
、
ハ
チ
ミ
ソ
な
と
て

1
1
味
を
つ
け
る
と
し
い
て
し
ょ
つ
，

欝
　へ

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
食
へ
物
は
か

り
て
な
く
、
f
入
れ
か
惣
い
と
胃
や

賢
・
衣
塁
壁
に
ま
て
カ
ヒ
か
4

え
圭
弓
　
そ
し
て
、
案
外
知
ら
れ
て

い
な
い
の
か
、
カ
ー
ヘ
ノ
ト
の
カ
し

て
一
、

　
ふ
た
ん
は
電
気
そ
う
し
機
を
か
け

る
た
け
て
し
ゅ
う
み
ん
て
弓
か
、
梅

山
時
は
人
側
た
け
て
な
く
畏
側
も
、

そ
し
て
カ
ー
ヘ
ノ
ト
の
ト
も
よ
く
そ

つ
し
し
て
く
た
さ
い

　
丁
人
れ
の
ん
法
は
、
中
桝
洗
剤
を

　
サ
／
ほ
と
紛
か
し
た
執
め
の
お
当

て
、
そ
，
き
ん
を
硬
く
し
ほ
っ
て
か

き
、
　
／
ミ
や
カ
ヒ
の
原
囚
と
な
る
み

一

れ
を
落
と
し
ま
寸
、
そ
の
あ
と
、
洗

碕
か
残
ら
な
い
ト
戸
う
に
、
　
、
　
蔓

お
湯
た
け
て
か
き
ま
5
1
。

　
色
変
わ
り
か
心
配
な
も
の
は
、
最

後
に
水
　
ロ
に
酎
を
　
分
の
　
カ
ノ

7
ま
せ
た
，
酎
水
”
て
ふ
い
て
お
く

と
宏
毛
て
3

　
ま
た
、
哨
れ
酎
を
見
て
、
　
巧
司

く
り
い
陰
一
し
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

あ
と
、
　
か
と
ん
た
た
き
な
と
て
畏
側

か
リ
ホ
コ
リ
を
出
し
、
水
て
か
い
て

お
き
ま
・
9

　
カ
ー
ヘ
ノ
ト
を
一
し
て
い
る
瑚
二

床
も
き
れ
い
に
掃
除
づ
る
こ
と
を

お
忘
れ
な
く
、

市
内
に
多
発
鉄
道
事
故

　
人
分
鉄
道
一
理
局
内
の
日
豊
不
線

の
延
長
は
　
白
几
一
六
・
し
、
－
て
、

こ
の
つ
ち
・
巾
内
の
鉄
道
延
k
は
約
一

几
、
し
て
弓
　
と
こ
ろ
て
鉄
道
戯
故
の

発
1
1
状
況
を
み
て
み
圭
す
と
、
こ
と

し
に
入
っ
て
同
管
理
局
管
内
の
発
4

伯
数
は
ー
ハ
付
、
そ
の
う
ち
　
付
か
日

向
巾
内
て
起
こ
、
て
い
ま
ゴ

　
こ
の
　
d
を
場
助
こ
と
に
み
ま
オ

〉
」　

▽
h
月
l
ー
ハ
日
、
　
三
脚
μ
朔
線
の
伯
日
…
恨

踏
切
て
　
人
か
ヶ
カ

　
▽
－
二
月
　
　
日
、
　
細
島
図
り
久
ン
」
”
呂
踏

切
て
　
八
か
ケ
カ

　
〉
八
月
1
1
1
日
、
H
曲
）
本
線
の
・
南

日
向
～
美
々
津
間
の
ト
津
脇
踏
切
て

　
人
か
死
亡

　
と
い
つ
事
故
か
発
4
し
て
お
り
、

と
く
に
一
1
1
日
の
事
故
は
痛
ま
し
い

も
の
て
し
た
。

　
僧
理
局
内
の
事
故
発
、
1
伺
数
の
ハ

ー
聖
u
を
占
め
る
市
内
の
鉄
道
事
故

見
通
し
の
集
い
踏
切
な
の
に
事
故
か

起
こ
る
の
は
、
二
次
を
僧
か
め
な
い

こ
と
て
の
伯
，
川
横
断
か
原
因
の
k
う

て
」
9
、

　
』
心
惨
｝
な
劇
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
も
、
つ
き
の
七
う
な
こ
と
に
ρ
道

し
て
く
た
さ
い

　
▽
線
路
の
曰
く
て
、
r
と
も
を
妊

は
せ
な
い
よ
う
に
し
・
危
喚
た
と
病

・
・
一
こ
と
を
日
頃
か
ら
教
え
て
お
く

　
〉
自
動
中
、
自
転
中
は
も
ち
ろ
ん

歩
豹
名
も
、
踏
切
て
は
必
ず
1
1
ま
っ

て
ゐ
石
を
磁
認
す
る
。

　
▽
月
の
と
お
い
お
向
あ
り
に
は
、

踏
切
を
通
る
と
き
の
こ
と
を
家
庭
て

し
ゅ
う
ふ
ん
話
し
て
あ
け
る
こ
と
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古
典
文
学
を

学
び
ま
せ
ん
か

　
市
教
育
委
員
会
は
、
↑
巾
民
の
み

な
さ
ん
に
占
典
文
学
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
つ
ぎ
の
要
領
で
”
占
典

文
学
講
座
”
を
開
溝
し
ま
す
。

　
▽
日
時
1
1
毎
週
火
曜
日
、
午
後
し

時
．
∴
レ
分
か
ら
瓦
時
ま
で
。

　
▽
場
所
1
1
市
立
図
書
館

　
▽
内
容
1
1
”
古
今
和
歌
集
”
な
ど

を
、
　
「
古
典
文
学
愛
好
ム
ム
」
の
み
な

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
す
。

　
▽
応
募
方
法
一
七
月
七
日
ま
で

に
、
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
市
立
図
書
館
内
、
智
②
．
一
一
．

内
線
七
一
六
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

新
制
度
がで

き
ま
し
た

　
身
体
障
害
者
の
か
た
な
ど
に
対
す

る
新
し
い
制
度
が
で
き
、
こ
の
ほ
ど

紹
介
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
は
、
身
体
障
　
害
者
」
の
か
た
な

ど
が
有
料
道
路
を
通
行
す
る
と
き
の

料
金
に
つ
い
て
、
優
遇
措
置
を
設
け

た
も
の
で
、
割
引
率
が
κ
卜
育
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
身
体
障
害
者
r
帳
の
交

付
を
受
け
、
乗
用
屯
な
ど
を
自
ら
運

転
す
る
か
た
、
ま
た
は
そ
の
人
と
生

計
を
共
に
す
る
か
た
が
所
有
す
る
自

動
車
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
営

業
用
の
自
動
車
は
除
か
れ
ま
す
。
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
、
身
体

障
害
者
予
科
と
印
鑑
を
持
っ
て
割

引
証
の
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
　
な
お
、
罫
続
き
と
お
た
ず
ね
は
、

福
祉
賢
務
所
（
容
②
．
．
．
．
．
、
内

線
κ
六
．
．
一
）
へ
ど
う
ぞ
。

技
能
士

通
信
訓
練
生
を
募
集

　
宮
崎
市
恒
久
に
あ
る
宮
崎
総
八
口
高

等
職
業
訓
練
校
（
費
O
百
八
κ
一
丘

．
1
一
五
．
．
）
は
、
　
一
級
お
よ
び

．
．
級
技
能
し
の
通
信
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
－
．
及
し
文
旨
1
2
一

　
　
．
二
才
ム
目

　
・
科
目
一
機
械
加
工
、
仕
し
げ
、

板
金
、
配
管
の
四
訓
練
科

　
・
期
間
一
一
か
年
（
毎
月
開
講
）

　
・
受
講
料
¶
年
額
八
千
円

　
・
特
典
1
1
．
級
技
能
検
定
学
科
試

験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
1
1
一
．
級
技
能
L
1
1

　
・
科
目
1
1
配
管
、
建
築
、
左
官
、

家
具
木
工
、
機
械
、
建
築
塗
装
、
製

か
ん
な
ど
一
．
－
，
几
訓
練
科

　
．
即
慣
一
　

カ
行

あふれる力ふれあう心

（30）白ばらクイズ

　
【
問
題
】

　
選
○
運
動
の
た
め
の
街
頭
○
説
を

行
う
場
合
は
、
当
該
選
挙
を
管
理
す

る
○
挙
管
理
委
員
会
が
交
付
す
る
標

旗
を
掲
げ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
Q
　
▽
右
の
0
に
は
ど
ん
な
文
字
’
が
あ

て
は
ま
り
ま
す
か
？
　
答
え
を
は
が

き
に
即
い
て
、
本
町
卜
番
圧
ロ
ゲ
、
市

選
挙
管
理
生
貝
会
あ
て
し
月
卜
日
ま

で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で

　
二
受
講
料
一
年
額
六
f
r
円

　
・
特
典
1
1
．
．
級
技
能
検
定
学
科
試

験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同

校
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

生
活
学
校
へ
の

ご
　
案
内

　
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は
、
食

品
添
加
物
、
過
大
・
過
剰
包
装
、
ご

み
処
理
、
資
源
の
再
利
用
な
ど
私
生

活
に
つ
な
が
り
の
あ
る
た
く
さ
ん
の

問
題
が
あ
ゆ
ま
す
．
こ
う
い
つ
た
問

題
は
ひ
と
り
の
力
で
は
ど
う
な
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
商
品
の
こ
と
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
身
近
な
問
題
を
、
消
費
者
と
し

て
・
市
民
と
し
て
、
改
善
し
て
ほ
し
い

と
思
う
こ
と
や
願
い
を
、
奥
さ
ん
た

ち
が
中
心
と
な
り
、
み
ん
な
で
考
え
、

話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
こ

う
と
い
う
運
動
が
「
生
活
学
校
」
と

い
う
も
の
で
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
か
た
は
、
し
月
末

日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
、
社
会
教

育
課
〔
市
三
図
井
館
内
、
智
②
．
．
．

．
一
内
線
し
．
．
．
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
、

は
価
格
の
変
動
が
激
し
く
、
管
理
不

良
園
の
増
加
と
と
も
に
、
防
風
林

〔
か
き
）
の
管
理
も
行
き
届
か
な
い

園
が
、
か
な
り
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
隣
接
し
た
農
家
の
間
で

い
ざ
こ
ざ
が
起
こ
る
心
配
も
あ
り
ま

す
の
で
、
農
家
の
み
な
さ
ん
は
、
つ

ぎ
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
て
問
題
の

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
▽
新
し
く
防
風
林
（
か
き
）
を
設

け
る
と
き
は
、
隣
接
地
の
所
有
者
と

じ
ゅ
う
ぶ
ん
話
し
合
い
を
し
て
製
前

に
了
解
を
求
め
て
お
く
。

　
▽
防
風
林
（
か
き
4
の
密
閉
度
を

し
ト
宵
前
後
に
し
て
、
高
さ
、
地
形
、

傾
斜
度
、
破
風
面
積
、
設
置
方
法
な
ど

を
考
慮
し
て
せ
ん
て
い
し
て
く
だ
さ

い
。
　
▽
防
風
樹
種
と
し
て
は
、
日
照
、

養
水
分
の
競
合
を
考
え
て
樹
種
を
選

び
、
隣
接
地
へ

の
影
響
の
少
な

い
，
イ
ヌ
マ
キ
”

が
良
い
で
し
ょ

う
。　
▽
排
水
溝
を

兼
ね
た
心
根
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
樹
園

地
の
防
風
林

（
か
き
）
に
つ

い
て
は
、
農
林

課
農
産
係
（
費

②
．
．
畠
．
一
、

内
線
．
一
．
．
．
．
．
）

へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

哉易　　　　7月の休日在宅医　．博毎満　　　当番医が変更する場合もあり

Q1物熱語誌ヲス
日 診　療　　科　　目 病（医）院名 住　所 電　　　話

外・脳神経外科 甲斐外科 山　　ド ③5000

1 耳鼻　・咽喉科 山口医院 卜　田J’ ②2203

内　・　精　神　科 鮫島病院 権現原 ④4043

外　・産婦人科 芋尾医院 1”川町 ③1447

内・放・小児科 山中医院 南　町 ②22668

小　　　児　　　科 児1ミ医院 原　町 ②2530

内　科　・　外　科 浦L医院 曽　根 ②2936

内　・外　・放科 和田病院 中　原 ②2045
15
産　　婦　　入　科 滝’卜医院 郡　町 ②2409

内　　　　　　　科 大’ド医院 北　町 ②3337

内・外・皮・泌・婦 モ股病院 美々津 ⑧0034

22 内　　　　　　　科 今給黎医院 切島山 ④2459

内　・　小　児　科 東　医　院 門川町 ③2800

内　科　・　外　科 樋口病院 門川町 ③1036
29
眼　　　　　　　科 稲原医院 中　町 ②2209

内　・小・放科
，量

�c医院 山　．ド ④4401

防
風
林
に
は

イ
ヌ
マ
キ
が
最
適

　
市
内
の
樹
園
地
に
つ
い
て
は
、
防

風
対
策
と
し
て
防
風
林
〔
か
き
）
の

設
置
を
農
林
課
が
指
導
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
の
果
樹
、
と
く
に
み
か
ん

．
．
．
人
の
か
た
に
・
記
念
品
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。
な
お
、
は
が
き
に
は
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
は
っ
き

り
記
…
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
先
月
眺
ウ
は
「
投
」
　
「
挙
」
　
，
運
」

が
正
解
で
、
応
募
．
．
卜
通
、
正
解
卜

八
通
で
し
た
の
で
、
つ
ぎ
の
か
た
に

記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
敬
称
略
）

①
伊
藤
真
利
ヂ
　
永
江
町
．
r
目
一

②
木
田
信
代
．
秋
留
κ
．
一
瓦
．
．
　

⑧
薩
蹄
川
ヤ
エ
「
笹
野
い
果
．
八
．
．
．
一

申
し
込
み
は
早
目
に

　
暑
い
．
夏
が
も
う
間
近
か
。

　
こ
と
し
は
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
一

と
考
え
て
い
る
ご
家
庭
で
は
申
し
込

み
は
お
済
み
で
す
か
？

　
お
申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
と
、
瓦

州
電
力
で
は
、
現
場
の
配
電
設
備
を

調
査
し
て
、
引
込
線
の
張
替
え
、
変

圧
器
の
揚
げ
替
え
誌
時
に
は
、
配
雷
｝
線

路
の
増
強
、
改
修
な
ど
の
し
野
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
夏
場
は
申
し
込
み
が
殺
到
し
て
、

ご
使
用
ま
で
に
．
～
四
週
間
も
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
配
線
替
え
な
ど
の
と
き
は
早
目
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
〈
論
罪
電
力
日
向
営
業
所
〉

保
母
試
験

準
備
講
習
会

　
昭
和
五
二
四
年
度
の
保
母
試
験
準

備
講
習
ヘ
ム
が
つ
ぎ
の
要
領
で
だ
囚
わ
れ

ま
す
。

　
▽
講
習
ヘ
ム
の
B
時
・
場
一
所
一
し
し
月

．
．
卜
．
日
～
．
ド
r
し
日
「
し
H
司
）

｛
呂
崎
県
自
治
会
館
症
階
ホ
ー
ル

　
▽
受
講
者
定
員
　
圧
百
八
程
度

　
▽
受
講
料
1
1
四
科
目
ま
で
四
r
円
、

κ
科
目
以
ヒ
六
r
円
を
現
金
で
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
申
し
込
み
受
付
－
し
月
卜
四
H
ま

で
（
郵
送
の
場
合
は
、
し
月
卜
日
の

消
印
の
あ
る
も
の
）
に
、
宮
崎
県
社

会
福
祉
協
議
会
〔
〒
八
八
O
、
宮
崎

市
広
島
．
．
r
H
．
番
．
ロ
ゲ
、
豊
O
几

八
五
－
．
．
一
．
一
．
．
．
．
四
ド
几
～
ヒ
）
へ

申
し
込
む
こ
と
。

　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

も
、
同
協
議
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

七
月
中
の

ス
ポ
ー
ツ
行
事

　
市
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
は
、

ヒ
月
中
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ

行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
▽
壮
年
体
力
づ
く
り
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
一
し
月
一
口
、
乍
狗
八
専
か

ら
、
お
へ
4
ー
ケ
浜
・
大
E
谷
両
運
動
公

園
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
▽
婦
人
体
力
づ
く
り
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
大
ヘ
ム
ー
」
し
月
卜
．
κ
日
、
か
ト

前
瓦
時
か
ら
、
富
高
小
学
校
周
辺
の

野
－
川
で
行
い
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の

カ
た
は
当
1
1
ま
で
に
巾
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
指
導
者
研
修
会

一
し
月
中
に
塩
見
運
動
公
園
で
、
県

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
認
定
審
判
貝
、
日
向

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
役
員
を
対
象

に
行
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
保

健
体
育
課
（
豊
②
．
．
．
一
．
、
内
線

六
．
八
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

海
水
浴
場
の

監
視
人
募
集

　
う
っ
と
お
し
い
梅
雨
も
半
ば
を
過

ぎ
、
い
よ
い
よ
海
水
浴
の
季
節
が
近

づ
き
ま
し
た
。

　
市
商
工
水
産
課
は
、
次
の
要
領
で

海
水
浴
場
の
監
視
人
を
募
集
し
ま

す
。　
▽
資
格
ー
ト
八
歳
以
ヒ
へ
大
ッ
r
生

を
含
む
）
で
水
泳
の
で
き
る
か
た
。

　
▽
募
集
定
員
一
八
八
か
ら
ト
六
八

程
度
。

　
▽
雇
…
川
期
間
一
し
月
卜
．
κ
日
か
ら

八
月
．
．
、
ト
一
H
ま
で
の
四
卜
八
H

　
▽
勤
務
、
時
閻
一
午
前
八
時
．
．
．
二
分

か
ら
午
後
κ
時
ま
で
。

　
▽
勤
務
場
評
町
一
志
鉾
ケ
浦
…
、
借
μ
勢

ケ
浜
、
お
倉
ケ
浜
、
金
ケ
浜
。

　
な
お
、
監
視
人
に
な
り
た
か
た
に

は
、
災
害
保
険
が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
し
月
κ
日
ま
で
に
、

市
商
r
水
産
課
一
「
容
②
．
．
．
、
一
一
、

内
線
．
．
．
　
．
）
へ
ど
う
ぞ
。

　
　
こ
寄
，
付

日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
つ
ぎ
の
か
た
が
た
か
ら
社
会
福
祉

賢
裳
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
▽
鈴
木
フ
こ
＞
r
（
春
原
）
▽
渋
谷

利
男
（
比
良
）
▽
金
丸
重
信
（
切
島

山
．
）
▽
．
．
．
浦
学
（
財
光
寺
）
▽
鈴

木
シ
メ
r
（
西
草
場
）
▽
田
中
美
樹

（
財
光
沢
）
▽
下
成
マ
サ
r
（
長

江
）
▽
一
．
．
田
米
（
切
島
山
二
）
▽
彦

木
昭
（
堀
一
方
）
▽
柏
田
ヨ
シ
エ

（
永
江
）
▽
鳥
羽
マ
ツ
ノ
・
（
亀
崎

東
）
▽
平
川
来
（
切
島
山
．
．
）
▽
石

崎
幸
男
（
亀
崎
中
）
▽
松
葉
昭
利

（
鵜
L
）
▽
原
田
栄
喜
r
（
上
町
）

▽
山
ロ
ヨ
シ
r
（
新
財
市
）

　
　
　
　
以
上
五
月
分
で
し
た
。

係
　
か
　
ら

　
最
近
、
広
報
が
遅
い
と
い
う
話
を

耳
に
し
ま
す
。
前
に
も
説
明
し
ま
し

た
よ
う
に
、
　
「
そ
の
月
の
広
報
は
、

そ
の
月
の
う
ち
」
に
、
み
な
さ
ん
の

ご
家
庭
に
届
く
は
ず
で
す
。

　
各
区
・
班
で
配
布
の
方
法
も
ま
ち

ま
ち
の
よ
う
で
す
が
、
と
く
に
”
回
覧

方
式
”
で
．
部
ず
つ
取
っ
て
い
く
と

こ
ろ
は
、
早
く
ま
わ
し
て
く
だ
さ
い
。
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